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アンテナ サ イズ と分解能
（２．２ＧＨｚ）
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木星放射線帯２Ｄ観測の 変遷
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Very Large Array (VLA)
Socorro, USA

http://www.aoc.nrao.edu/intro/vlapix/vlaoverall.html

２５ｍアンテナ×２７基 受信周波数(GHz)：0.32, 1.5, 4.75, 8.4, 15, 23, 45



(de Pater et al., 1997)
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Australia Telescope Compact Array (ATCA)
Narrabri, Australia

２２ｍアンテナ×６基 受信周波数(GHz)：1.5, 2.4, 5.8, 8.5



(Leblanc et al., 1997)
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(Leblanc et al., 1997)

ATCA　1.4 GHz





鹿島の鹿島の
アンテナアンテナ
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鹿島宇宙通信セ ンター
２ＧＨｚ帯が 受信可能なアンテナ配置
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３４ｍアンテナと２６ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ=20゜,  H=0～10゜

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)



３４ｍアンテナと２６ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ=20゜,  ５日間、同じＣＭＬ (0-10゜)の み観測

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)



３４ｍアンテナと２６ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ=20゜,  El>0゜

ビームパターン



３４ｍ＋ ２６ｍ＋ １１ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ=20゜,  H=0～10゜

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)



３４ｍ＋ ２６ｍ＋ １１ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHz

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)

δ=20゜,  ５日間、同じＣＭＬ (0-10゜)の み観測
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ビームパターン
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３４ｍ＋ ２６ｍ＋ １１ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ=20゜,  El>0゜

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)



３４ｍ＋ ２６ｍ＋ １１ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ=0゜,  El>0゜

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)



３４ｍ＋ ２６ｍ＋ １１ｍアンテナ の 場合
f = 2.2 GHzδ= -20゜,  El>0゜

ＵーＶ ビームパターン

４ＡＵでの 木星の 大きさ
(視直径0.8’)



(Sault et al., 1997)

ATCA  2.3 GHz



鹿島３４ｍアンテナ観測で得られ た鹿島３４ｍアンテナ観測で得られ た
木星シンクロトロン放射の 短期変動木星シンクロトロン放射の 短期変動

(Miyoshi et al., 1999)
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